
巽
由
樹
子
著

『
ツ
ァ
ー
リ
と
大
衆

近
代
ロ
シ
ア
の
読
書
の
社
会
史
』長

縄

宣

博

強
圧
的
な
権
力
に
抵
抗
す
る
人
民
の
苦
難
。
こ
れ
が
ロ
シ
ア
の
歴
史
と
現

在
に
関
す
る
日
本
で
最
も
標
準
的
な
見
方
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
冷
戦
期
の
研
究

が
ロ
シ
ア
を
欧
米
の
自
画
像
の
反
転
と
し
て
描
い
て
き
た
こ
と
に
重
大
な
起

源
が
あ
る
が
、
冷
戦
の
遺
産
が
い
ま
だ
根
深
く
残
る
東
ア
ジ
ア
の
日
本
に
と

り
わ
け
よ
く
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
ソ
連
解
体
か
ら
三
十
年
を
経
て
、
ロ
シ

ア
史
研
究
自
体
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
ロ
シ
ア
を
特
殊
か
つ
自
己
完
結

的
に
捉
え
る
姿
勢
が
否
定
さ
れ
、
比
較
と
関
係
性
の
観
点
か
ら
ロ
シ
ア
史
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
、
ア
ジ
ア
史
、
世
界
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た①
。

そ
し
て
こ
の
間
、
ロ
シ
ア
の
帝
国
と
し
て
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
辺
境
の
研
究
を

通
じ
て
解
明
す
る
こ
と
が
進
み
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
モ
ス
ク
ワ
を

中
心
と
す
る
い
わ
ば
伝
統
的
な
ロ
シ
ア
史
の
専
門
家
も
そ
の
成
果
を
摂
取
し

応
答
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

本
書
も
ま
た
、
国
内
外
で
進
行
す
る
こ
の
よ
う
な
動
態
か
ら
産
出
さ
れ
た
。

本
書
は
、
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
で
出
版
界
と
読
者
の
構
造
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
を
描
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
経
験
は
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
文
脈

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
方
法
論
の
点
で
も
、
出
版
人
の
集
合
的
伝
記
の

体
裁
を
取
っ
て
お
り
、
個
人
が
形
成
さ
れ
か
つ
そ
の
個
人
も
形
成
に
関
与
し

た
時
空
間
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
近
年
の
歴
史
学
一
般
の
潮
流
に
も
乗
っ
て

い
る②
。
本
書
は
ロ
シ
ア
史
の
問
題
を
、
ど
こ
か
遠
く
の
悲
惨
な
話
で
は
な
く
、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
問
題
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
立
論
と
筆

致
と
な
っ
て
お
り
、
幅
広
い
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

一
九
世
紀
前
半
の
西
欧
で
人
気
を
博
し
た
絵
入
り
雑
誌
は
、
読
書
の
民
主

化
の
深
ま
り
を
象
徴
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
一
八
七
〇
年
代

に
ロ
シ
ア
で
模
倣
さ
れ
普
及
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
著
者
は
、
当
時
進
行
し
て

い
た
都
市
化
に
伴
い
、
自
ら
の
嗜
好
に
基
づ
い
て
消
費
活
動
を
行
う
大
衆
が

ロ
シ
ア
に
も
出
現
し
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、「
強
圧
的
な
権
力
に

抵
抗
す
る
人
民
の
苦
難
」
と
い
っ
た
見
方
か
ら
は
死
角
と
な
っ
て
き
た
中
間

階
層
を
捕
捉
し
、
皇
帝
と
臣
民
の
間
の
公
共
圏
あ
る
い
は
市
民
社
会
を
活
写

す
る
近
年
の
研
究
動
向
に
棹
差
す
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
着
目
す
る
「
読
者

大
衆
」
と
は
、
企
業
勤
務
者
や
専
門
職
者
、
商
人
ら
都
市
の
中
間
層
か
ら
、

町
人
、
職
人
、
労
働
者
と
い
っ
た
下
層
民
に
至
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
彼
ら

／
彼
女
ら
の
「
軽
い
読
書
」
も
ま
た
社
会
的
・
政
治
的
転
換
を
準
備
し
た
の

で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
す
る
。

で
は
、
絵
入
り
雑
誌
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
ロ
シ
ア
に
登
場
し
、
ロ
シ
ア

の
出
版
界
を
ど
の
よ
う
に
再
編
し
た
の
か
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
大
改
革
が

引
き
起
こ
し
た
人
の
移
動
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
商
人
身
分
に
の
み
認
め
ら
れ

て
い
た
ギ
ル
ド
へ
の
加
入
資
格
が
一
八
六
三
年
に
全
身
分
へ
と
拡
大
し
、
農

民
身
分
の
企
業
家
が
多
数
現
れ
た
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
に
も
商
人
ギ
ル
ド

に
加
入
す
る
道
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア

ニ
ア
共
和
国
領
を
介
し
て
西
欧
か
ら
ロ
シ
ア
帝
国
に
企
業
家
が
流
入
し
、
一

八
六
〇

七
〇
年
代
に
は
、
旧
来
の
ロ
シ
ア
書
籍
商
か
ら
西
欧
出
身
企
業
家

の
総
合
出
版
社
へ
と
出
版
事
業
者
の
主
力
が
移
っ
た
。
そ
の
中
で
傑
出
し
て

書 評
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い
た
の
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
生
ま
れ
で
パ
リ
や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
経
験
を
積
ん

だ
マ
ヴ
リ
ー
キ
ー
・
ヴ
ォ
リ
フ
（
一
八
二
五

八
三
）
で
あ
る
。
ヴ
ォ
リ
フ

社
は
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
若
い
人
材
を
集
め
、
そ
の
中
か
ら
ア
ド

ル
フ
・
マ
ル
ク
ス
（
一
八
三
八

一
九
〇
四
）
が
一
八
六
九
年
末
か
ら
刊
行

し
た
絵
入
り
雑
誌
『
ニ
ー
ヴ
ァ
』
で
大
成
功
を
収
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ら
「
外
国
人
」
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
学
ん
で
大
企
業
を
築
く
農
民
出
身

の
成
り
上
が
り
も
い
た
。
そ
の
典
型
が
新
聞
『
新
時
代
』
の
発
行
者
ア
レ
ク

セ
イ
・
ス
ヴ
ォ
ー
リ
ン
（
一
八
三
四

一
九
一
二
）
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
か
ら
の
企
業
家
に
学
ん
だ
ロ
シ
ア
の
出
版
業
が
購
読

者
と
広
告
主
か
ら
の
収
入
に
依
拠
す
る
営
利
主
義
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
の

に
伴
っ
て
、
出
版
社
と
作
家
、
そ
し
て
首
都
の
出
版
社
と
地
方
の
書
店
の
間

に
支
配
・
被
支
配
の
関
係
が
形
成
さ
れ
た
。

絵
入
り
雑
誌
を
消
費
し
た
読
者
大
衆
の
形
成
を
理
解
す
る
に
は
、
大
改
革

を
構
成
す
る
農
奴
解
放
と
教
育
制
度
改
革
が
ロ
シ
ア
社
会
に
何
を
も
た
ら
し

た
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
自
発
的
結
社
や
同
じ
く
大
改

革
で
生
ま
れ
た
地
方
自
治
機
関
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
を
拠
点
に
知
識
人
が
解
放
さ

れ
た
農
民
や
労
働
者
に
読
書
を
促
す
こ
と
で
、
識
字
率
が
上
昇
し
た
。
そ
し

て
、
農
民
を
含
む
す
べ
て
の
身
分
に
中
等
教
育
機
関
ギ
ム
ナ
ジ
ア
の
入
学
資

格
が
開
か
れ
る
と
、
実
科
ギ
ム
ナ
ジ
ア
の
卒
業
生
は
高
等
専
門
学
校
に
進
学

す
る
よ
う
に
な
り
、
自
身
の
法
的
身
分
の
範
疇
か
ら
離
れ
て
、
法
律
家
、
医

師
、
教
師
と
い
っ
た
専
門
職
に
就
く
人
々
が
増
加
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
の

読
者
は
、
い
わ
ゆ
る
西
欧
型
中
間
層
た
る
企
業
家
・
専
門
職
者
を
中
心
と
し

つ
つ
、
よ
り
広
範
に
中
下
層
の
新
し
い
社
会
的
範
疇
に
属
す
る
人
々
か
ら
構

成
さ
れ
た
。
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
面
白
さ
や
好
奇
心
の
充
足
を
求
め
る
読
者

で
あ
り
、
知
識
人
と
民
衆
に
二
極
化
さ
れ
な
い
「
軽
い
読
書
」
を
楽
し
む
大

衆
と
な
っ
た
。
こ
の
大
衆
は
、
と
き
に
は
出
版
社
に
要
望
を
出
す
顧
客
で
あ

り
能
動
的
な
消
費
者
だ
っ
た
。

絵
入
り
雑
誌
と
読
者
大
衆
と
い
う
本
書
の
分
析
対
象
を
明
確
化
し
た
上
で

著
者
は
、
こ
の
中
間
的
な
領
域
が
、
伝
統
的
な
ロ
シ
ア
史
で
帝
政
期
の
社
会

勢
力
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
、
民
衆
、
専
制
と
ど

の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
か
と
い
う
考
察
に
進
む
。
本
書
の
後
半
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
び
目
に
位
置
し
た
個
人
の
軌
跡
か
ら
時
代
の
変
化
を
読

み
解
く
と
い
う
括
目
す
べ
き
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
イ
ン
テ
リ

ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
と
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
で
は
、
世
襲
貴
族
出
の
評
論
家

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ス
タ
ー
ソ
フ
（
一
八
二
四

一
九
〇
六
）
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
こ
の
人
物
が
文
壇
で
も
て
は
や
さ
れ
た
一
八
六
〇
年
代
に
は
、
月
刊

の
文
芸
誌
（「
厚
い
雑
誌
」）
と
新
聞
が
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
の
間
で
公
論

を
形
成
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
ソ
フ
は
、
ロ
シ
ア
固
有
の
民
衆
文
化
に
根
差
し

た
リ
ア
リ
ズ
ム
芸
術
を
国
民
的
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
レ
ー
ピ
ン

に
代
表
さ
れ
る
「
移
動
派
」
の
美
術
や
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
に
代
表
さ
れ
る

「
五
人
組
」
の
音
楽
を
熱
烈
に
支
援
し
た
。
し
か
し
一
八
七
〇

八
〇
年
代

に
出
版
業
が
ま
す
ま
す
営
利
化
し
て
い
く
中
、
ス
タ
ー
ソ
フ
は
農
民
出
身
の

成
り
上
が
り
で
『
新
時
代
』
紙
の
発
行
者
の
ス
ヴ
ォ
ー
リ
ン
と
仲
た
が
い
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
出
版
界
の
主
流
で
居
場
所
を
失
う
。
そ
の
失
意
の

彼
に
接
触
し
た
の
が
、
絵
入
り
雑
誌
『
ニ
ー
ヴ
ァ
』
だ
っ
た
。『
ニ
ー
ヴ
ァ
』

は
、
移
動
派
が
先
端
的
芸
術
だ
っ
た
時
期
を
過
ぎ
美
術
界
の
権
威
と
な
っ
た

時
に
、
大
衆
の
嗜
好
に
応
え
る
形
で
移
動
派
の
絵
画
を
積
極
的
に
取
り
上
げ

る
よ
う
に
な
る
。
ス
タ
ー
ソ
フ
の
評
論
は
移
動
派
の
評
価
の
確
立
に
貢
献
し

て
き
た
か
ら
、『
ニ
ー
ヴ
ァ
』
は
ス
タ
ー
ソ
フ
を
リ
ア
リ
ズ
ム
芸
術
の
権
威

と
し
て
位
置
付
け
た
。
結
果
と
し
て
ス
タ
ー
ソ
フ
も
一
八
六
〇
年
代
の
持
論
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を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
、『
ニ
ー
ヴ
ァ
』
も
評
論
を
自
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ

と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

絵
入
り
雑
誌
と
民
衆
を
橋
渡
し
し
た
の
は
、
農
民
身
分
出
身
の
出
版
企
業

家
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ソ
イ
キ
ン
（
一
八
六
二

一
九
三
八
）
で
あ
る
。
彼
は
元

農
奴
の
父
の
も
と
に
生
ま
れ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
古
典
ギ
ム
ナ
ジ
ア
に
進
学
。

一
八
八
五
年
か
ら
二
つ
の
印
刷
所
を
買
い
取
り
、
九
四
年
に
は
首
都
で
最
大

級
の
印
刷
所
を
経
営
し
た
。
こ
の
ソ
イ
キ
ン
社
で
最
も
人
気
だ
っ
た
絵
入
り

雑
誌
が
『
自
然
と
人
間
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
理
性
的
思
考
の
尊
重
を
謳
い
つ

つ
も
、
娯
楽
性
を
固
有
の
性
格
と
し
、
似
非
科
学
を
好
ん
で
取
り
上
げ
た
。

も
う
一
つ
の
看
板
雑
誌
は
絵
入
り
の
『
ロ
シ
ア
の
巡
礼
者
』
で
あ
り
、
聖
職

者
身
分
出
身
の
文
筆
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ポ
ポ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
（
一
八
二
六

一
九
〇
四
）
を
編
集
人
に
迎
え
た
。
こ
の
人
物
は
、
教
区
司
祭
の
息
子
た

ち
の
多
く
が
父
の
身
分
を
離
れ
る
こ
と
を
選
び
、
世
俗
社
会
の
新
た
な
教
養

人
と
し
て
教
会
と
共
に
地
域
で
の
福
祉
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
と
い

う
ロ
シ
ア
正
教
会
の
変
化
を
体
現
し
て
い
た
。
こ
の
雑
誌
は
直
接
的
に
は
、

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
エ
ル
サ
レ
ム
へ
の
巡
礼
者
の
増
加
と
い
う
社
会

的
な
現
象
に
応
え
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
ポ
ポ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
は
そ
こ
に
は

留
ま
ら
ず
、
ナ
ロ
ー
ド
読
者
が
幼
時
か
ら
抱
い
て
い
る
信
仰
心
に
寄
り
添
い
、

そ
の
維
持
を
肯
定
す
る
こ
と
で
、
拡
大
す
る
世
俗
社
会
の
中
に
信
仰
と
道
徳

心
を
保
持
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
し
た
が
っ
て
ナ
ロ
ー
ド
出
身
企
業
家

の
出
版
事
業
は
、
必
ず
し
も
民
衆
の
科
学
的
啓
蒙
に
専
心
し
た
の
で
は
な
く
、

他
の
読
者
た
ち
と
同
様
に
楽
し
み
を
提
供
さ
れ
、
そ
の
生
活
文
化
が
尊
重
さ

れ
る
べ
き
顧
客
と
し
て
民
衆
を
捉
え
て
い
た
。

最
後
に
、
専
制
と
民
間
出
版
業
を
つ
な
い
だ
人
物
と
し
て
宮
内
官
僚
ヴ
ァ

シ
ー
リ
ー
・
ク
リ
ヴ
ェ
ン
コ
（
一
八
五
四

一
九
三
一
）
が
分
析
対
象
と
な

る
。
歴
代
ツ
ァ
ー
リ
が
ど
の
よ
う
に
自
身
の
権
力
を
演
出
し
た
か
に
つ
い
て

は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ト
マ
ン
の
研
究
が
古
典
だ
が③
、
著
者
は
ツ
ァ
ー

リ
の
描
く
シ
ナ
リ
オ
が
メ
デ
ィ
ア
文
化
を
経
て
い
わ
ば
屈
折
す
る
様
を
捉
え

よ
う
と
す
る
。
し
か
も
著
者
は
、
王
族
、
女
優
、
音
楽
家
、
文
学
者
の
ブ
ロ

マ
イ
ド
の
商
品
化
と
い
う
一
九
世
紀
の
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
文
脈
を
読
者
に

想
起
し
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
写
真
の
商
品
化
が
崇
高
な
最
高

権
力
を
い
か
に
大
衆
の
目
線
（
最
終
的
に
は
足
元
）
に
ま
で
引
き
ず
り
降
ろ

し
た
の
か
を
説
得
力
を
持
っ
て
描
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
王
族
の
私
生
活

へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
最
も
象
徴
さ
れ
る
。
一
八
八
一
年
三
月
の
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
二
世
の
暗
殺
事
件
の
報
道
は
全
能
の
ツ
ァ
ー
リ
の
身
体
の
損
傷
を
伝

え
、
一
八
八
八
年
一
〇
月
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
列
車
転
覆
事
件
は
、

皇
帝
と
そ
の
家
族
の
神
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、
事
故
現
場
の
写
真
は
た
ち

ま
ち
商
品
化
さ
れ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
自
ら
を
「
聖
な
る
ツ
ァ
ー
リ
」
と

し
て
表
象
す
る
こ
と
を
好
み
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
父
ア
レ
ク
セ
イ
帝
を
理

想
視
し
一
七
世
紀
的
儀
礼
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
八
九
六
年
の
戴
冠

式
の
公
式
ア
ル
バ
ム
を
手
掛
け
た
ク
リ
ヴ
ェ
ン
コ
は
そ
れ
を
忠
実
に
演
出
す

べ
く
尽
力
す
る
一
方
で
、
自
身
の
著
述
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
民
間
の
出
版

界
に
も
式
典
の
取
材
機
会
を
与
え
た
。
そ
の
結
果
、
ツ
ァ
ー
リ
の
肖
像
を
ど

の
よ
う
に
演
出
す
る
か
を
選
択
す
る
主
体
が
出
版
メ
デ
ィ
ア
に
移
行
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
著
者
は
、「
世
紀
転
換
期
に
、
従
来
の
政

治
文
化
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、
専
制
が
政
治
的
機
能
不
全
を
起
こ
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
の
暗
示
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
結
論
付
け
る
。

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
ん
に
ち
何
か
「
純
粋
な
ロ
シ
ア
史
」

の
よ
う
な
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
書
は
ロ
シ
ア

帝
国
の
研
究
に
ど
の
よ
う
な
形
で
貢
献
し
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
示
し
て
い

書 評
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る
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
最
大
の
貢
献
は
、
ロ
シ
ア
の
出
版
界
の
再
編
と
読
者

大
衆
の
出
現
を
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
脈
に
位
置
付
け
た
点
に
あ
る
。

し
か
も
、
西
欧
と
ロ
シ
ア
と
の
人
的
な
つ
な
が
り
が
構
築
さ
れ
る
際
の
旧

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
領
の
役
割
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
本
書

は
比
較
と
関
係
性
の
両
面
を
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
帝
国
が
（
意

図
せ
ず
し
て
）
様
々
な
地
域
を
広
域
に
接
合
し
た
こ
と
で
新
た
な
人
と
モ
ノ

の
流
れ
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
を
格
段
に
促
進
し
た
の
が
大
改

革
だ
っ
た
。
著
者
は
そ
の
大
改
革
が
帝
国
の
構
造
に
与
え
た
帰
結
も
示
唆
し

て
い
る
。『
新
時
代
』
紙
の
発
行
者
ア
レ
ク
セ
イ
・
ス
ヴ
ォ
ー
リ
ン
は
当
初
、

ド
イ
ツ
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
人
材
を
集
め
た
ヴ
ォ
リ
フ
社
の
支
援
を
得
た
が
、

経
営
が
軌
道
に
乗
る
と
ヴ
ォ
リ
フ
と
の
関
係
は
悪
化
す
る
。
一
九
〇
五
年
革

命
後
、
大
衆
向
け
メ
デ
ィ
ア
が
急
速
に
右
傾
化
す
る
中
、
ス
ヴ
ォ
ー
リ
ン
は

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
と
な
り
、『
新
時
代
』
は
外
国
資
本
へ
の
反
感
や
排
外
的

な
民
族
感
情
を
煽
っ
た
（
一
八
八
頁
）。
つ
ま
り
、
帝
国
の
多
様
性
を
広
い

社
会
階
層
で
包
摂
し
よ
う
と
す
る
政
策
こ
そ
が
、
ロ
シ
ア
人
と
非
ロ
シ
ア
人

の
競
合
を
促
し
、
ロ
シ
ア
民
族
主
義
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る④
。

た
だ
し
著
者
は
、
帝
国
の
多
様
な
臣
民
や
地
方
の
主
体
性
に
一
貫
し
た
関

心
を
寄
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
本
書
は
、
地
方
（
provint-

siia）
が
首
都
と
関
連
付
け
ら
れ
て
は
じ
め
て
意
味
を
獲
得
す
る
か
の
よ
う

な
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
に
お
け
る
地
方
表
象
に
近
い
議
論
に
な
っ
て
い
る⑤
。

例
え
ば
著
者
は
、「
一
九
世
紀
後
半
の
出
版
業
界
で
、
地
方
の
書
籍
流
通
機

構
は
、
首
都
に
対
し
て
従
属
的
な
立
場
に
置
か
れ
た
の
だ
っ
た
」
と
主
張
す

る
（
四
三
頁
）。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
地
方
に
地
元
の
人
々
の
要
求

を
満
た
す
独
自
の
書
籍
流
通
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
著
者
は
、
絵
入
り
雑
誌
が
新
し
い
文
化
的
規
範
を
定
着
さ
せ
た

事
例
と
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
着
目
し
、「
カ
ザ
ン
の
タ
タ
ー
ル
人
を
は
じ

め
と
す
る
、
都
市
で
生
活
す
る
非
ロ
シ
ア
人
の
中
に
も
、
西
欧
風
衣
服
に
装

い
を
改
め
る
者
が
多
く
現
れ
た
」（
七
五
頁
）
と
言
及
す
る
。
し
か
し
評
者

が
同
時
期
の
写
真
を
見
る
限
り
、
当
時
の
ミ
シ
ン
技
術
に
適
応
し
な
が
ら
民

族
的
な
要
素
を
組
み
込
ん
だ
洋
装
も
現
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一

九
〇
五
年
革
命
後
に
出
始
め
た
タ
タ
ー
ル
語
紙
に
は
、
そ
う
し
た
時
代
に
適

応
し
た
帽
子
（
チ
ュ
ベ
チ
ェ
イ
カ
）
や
ブ
ー
ツ
の
類
の
広
告
も
多
い⑥
。
別
途

検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ロ
シ
ア
語
の
絵
入
り
雑
誌
や
民
族
語
の

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
何
を
「
民
族
衣
装
」
と
す
る
か
も
標
準
化
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
帝
都
発
の
メ
デ
ィ
ア
や
価
値
観
が
同
心
円
状
に
均
質

に
普
及
し
た
か
の
よ
う
な
著
者
の
前
提
は
、
今
後
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
だ
ろ
う
。

中
央
と
地
方
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
る
著
者
の
視
座
は
、
著
者
が
捉
え
よ

う
と
す
る
読
者
大
衆
の
顔
を
見
え
に
く
く
も
し
て
い
る
。
確
か
に
本
書
は
読

者
大
衆
の
構
成
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、「
読
者
心
理
」
を
解
明
し
よ
う
と

す
る
同
時
代
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
デ
ー
タ
分
析
を
利
用
し
て
数
字
で
示
し
て
く

れ
る
（
六
二

六
九
頁
）。
こ
れ
は
、
社
会
な
る
領
域
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
学
問
の
登
場
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
り⑦
、
そ
れ
自
体
は
史
料
と
し
て

大
変
貴
重
で
あ
る
し
、
本
書
の
分
析
対
象
を
明
確
化
す
る
の
に
役
立
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
著
者
の
二
項
対
立
的
な
視
座
に
加
え
、
史
料
の
性
格
上
、
社

会
学
的
な
画
一
的
指
標
が
採
用
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
ヴ
ャ
ト
カ
県
サ
ラ
プ
リ
、
キ
シ
ニ
ョ
フ
、
シ
ム
ビ
ル
ス
ク
、
ハ
リ
コ
フ
の

多
様
性
が
何
を
意
味
す
る
の
か
十
分
に
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
し
か
も
、
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
と
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
、
民
衆
、
専
制
と
の
関
係
を
論
じ
る

各
章
で
は
、
本
や
雑
誌
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
読
者
層
・
購
読
者
を
想
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像
さ
せ
る
よ
う
な
論
じ
方
を
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
も
の
の
影
を
論
じ
る
こ

と
で
そ
の
正
体
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
軽
い
読
書
」
を
楽
し
む
人
々
の
多
様
な
反
応
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
し
か
拾

え
な
い
難
し
い
論
点
で
は
あ
る
。
今
後
は
手
紙
や
日
記
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

「
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
読
者
大
衆
の
感
情
に

迫
る
史
料
と
方
法
の
模
索
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
多
様
な
出
自
か
ら
な
る
人
々
の
集
合
体
と
書
物
の
相
互
関
係

を
分
析
す
る
と
い
う
「
読
書
の
社
会
史
」
の
方
法
は
、
帝
国
内
部
の
ロ
シ
ア

語
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
広
く
応
用
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
評
者

に
な
じ
み
の
タ
タ
ー
ル
語
の
印
刷
物
で
も
、
保
守
的
と
思
わ
れ
が
ち
な
ウ
ラ

マ
ー
（
学
識
者
）
は
新
し
い
情
報
伝
達
に
急
速
に
順
応
し
、
自
分
た
ち
の
発

言
の
場
と
し
て
そ
れ
を
有
効
活
用
し
た⑧
。『
ロ
シ
ア
の
巡
礼
者
』
を
編
集
し

た
ポ
ポ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
が
、
ナ
ロ
ー
ド
読
者
の
信
仰
心
に
寄
り
添
い
、
そ
の
維

持
を
肯
定
す
る
姿
勢
を
示
し
た
よ
う
に
、
ウ
ラ
マ
ー
や
社
会
主
義
者
の
青
年

も
、
民
間
伝
承
の
神
秘
主
義
的
説
話
や
終
末
論
を
戦
略
的
に
利
用
し
た⑨
。
近

年
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
ム
ス
リ
ム
社
会
に
関
す
る
研
究
で
は
、
近
代
主
義
者

（
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ド
）
の
登
場
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
の
変
容
を
重
視
す
る
研
究

に
、
ム
ス
リ
ム
社
会
の
伝
統
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
規
範
的
固
有
性
を
強
調
す
る

研
究
を
対
置
す
る
「
党
派
性
」
が
顕
著
で
あ
り
、
タ
タ
ー
ル
語
の
印
刷
物
は

前
者
に
属
す
る
史
料
と
し
て
、
必
ず
し
も
真
摯
な
分
析
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い⑩
。
本
書
が
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
と
ナ
ロ
ー
ド
を
対
置
し
て
き
た
ロ

シ
ア
史
の
枠
組
み
を
克
服
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
他
の
民
族
語
の
印
刷
物
に

つ
い
て
も
柔
軟
な
読
み
の
方
向
性
を
指
南
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
帝
国
の
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
と
い
う
本
書

の
重
要
な
問
題
提
起
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
（
例
え
ば
三
〇
、
六
二

頁
）。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
始
め
た
ヴ
ォ
リ
フ
社
の
躍
進
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
ロ
シ
ア
語
の
書
物
を
商
品
と
し
て
対
象
化
す
る
著
者
の
視
座
は
、
出
版

界
が
特
定
の
民
族
ご
と
に
住
み
分
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、

収
益
を
目
的
に
様
々
な
民
族
が
協
働
し
え
た
側
面
に
今
後
は
光
を
当
て
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
一
九
世
紀
初
頭
に
地
元
の
大
学
で

始
ま
る
カ
ザ
ン
の
タ
タ
ー
ル
語
書
籍
の
印
刷
も
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と

民
間
の
印
刷
所
が
急
速
に
成
長
し
、
そ
の
中
に
は
ハ
リ
ト
ノ
フ
や
エ
ル
モ
ラ

エ
ヴ
ァ
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
人
の
経
営
す
る
印
刷
所
も
あ
っ
た⑪
。
し
か
し
他
方

で
、
読
者
大
衆
の
需
要
の
側
面
を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
著
者
は
『
ニ
ー
ヴ

ァ
』
の
読
者
に
非
ロ
シ
ア
人
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
と
ど

ま
る
（
六
二
頁
）。
ロ
シ
ア
語
の
書
籍
が
諸
民
族
の
文
章
語
で
ど
の
よ
う
に

受
容
さ
れ
た
の
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
語
と
特
定
の
文
章
語
と
の
一
対
一
の
関
係
だ
け

で
な
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
あ
っ
た
よ
う
な
複
数
の
文
章
語
の
共
同
体
に
ま

た
が
る
言
論
空
間
は
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か⑫
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
語
と
そ
の

他
の
民
族
語
は
、
同
時
代
の
世
界
に
流
通
し
て
い
た
書
籍
を
ど
の
よ
う
に
取

り
込
み
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
公
共
圏
を
担
っ
て
い
た
の
か⑬
。
本
書
が

切
り
開
い
た
地
平
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
史
の
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
文
脈
、
帝
国

の
共
通
語
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
、
読
者
大
衆
と
い
う
中
間
階
層
は
、
専
門
領

域
を
越
え
た
議
論
に
歴
史
研
究
者
を
誘
っ
て
い
る
。

①

M
ark
von
H
agen,“Em
pires,Borderlands,and
D
iasporas:Eurasia

as
A
nti-Paradigm
for
the
Post-Soviet
Era,”
A
m
erican
H
istorical

R
eview
109,no.2
(2004):445-468.

②

例
え
ば
、
A
m
erican
H
istorical
R
eview
二
〇
〇
九
年
三
号
の
ラ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
「
歴
史
家
と
伝
記
」
を
見
よ
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
史
を
有
名
無
名
の
男
女
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三
一
名
か
ら
描
く
試
み
は
、
Stephen
N
orris
and
W
illard
Sunderland,

eds.,R
ussia’s
People
of
E
m
pire:
Life
Stories
from
E
urasia,
1500
to

the
Present
(Bloom
ington:Indiana
U
niversity
Press,2012).

③

Richard
S.W
ortm
an,Scenarios
of
Pow
er:
M
yth
and
Cerem
ony
in

R
ussian
M
onarchy,vols.1,2
(Princeton:Princeton
U
niversity
Press,

1995,2000).

④

こ
の
包
摂
政
策
か
ら
も
排
除
さ
れ
、
ロ
シ
ア
民
族
主
義
の
標
的
に
さ
れ
た
人
々

（
と
く
に
ユ
ダ
ヤ
人
）
か
ら
、
将
来
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
指
導
者
も
生
ま
れ
る
。

Liliana
Riga,T
he
Bolsheviks
and
the
R
ussian
E
m
pire
(N
ew
Y
ork:

Cam
bridge
U
niversity
Press,2012).

⑤

A
nne
Lounsbery,
“Provinces,
Regions,
Circles,
Grids:
H
ow

Literature
H
as
Shaped
Russian
Geographical
Identity,”
in
E.W
.

Clow
es,
G.
Erbslöh,
and
A
.
K
okobobo,
eds.,
R
ussia’s
R
egional
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